Ⅷ.肺炎球菌ワクチンの活用と普及について

がんや心疾患、脳血管疾患に次いで日本人の死因の上位を占めているのが肺炎。この病気で年間１１万人を超す高齢者が亡くなっています。肺炎は、抵抗力の弱い高齢者にとって怖い病気の一つですが、その予防には肺炎球菌ワクチンの接種が有効とされています。私たちは、肺炎から高齢者を守るため、予防ワクチンの接種に国の財政支援を求めています。
　　　　
肺炎の多くは、風邪などをこじらせてかかってしまう市中肺炎です。肺炎球菌ワクチンはこの市中肺炎に有効とされ、接種率は向上しています。しかし近年、高齢者の肺炎による死者数は減るどころか増加傾向にあります。

　原因菌である肺炎球菌自体は人の鼻の奥や気道に常に存在します。健康な時は体に害を及ぼさないのですが、風邪やインフルエンザで粘膜が荒れると、体内に侵入し肺炎などの感染症を起こすことになります。

　肺炎球菌ワクチンは、８０種類以上型がある肺炎球菌のうち、２３種類に対して予防効果を発揮します。これにより重症化しやすい肺炎球菌による肺炎全体の８割以上を抑えることができるとされています。また、一度接種すれば、効果が５年以上持続するのも特徴です。

　予防ワクチンの効果は海外の研究で確認済みで、世界で広く使われている。また、国内で行った介護施設入所者を対象とした大規模な試験では、ワクチン接種で肺炎球菌性肺炎の発生を６３・８％減らす結果となったといいます。しかも、ワクチンを接種した人の中で肺炎球菌性肺炎で亡くなった人はいなかったということです。

　現在、肺炎球菌ワクチン接種は一部の病気を除いて保険適用とはなっていません。全額自己負担が原則で、接種費用は６０００～８０００円程度と医療機関によって異なっています。

　日本ではその予防効果の高さから、全国６６０市町村が先行して公費助成を行っています。しかし、それでも６５歳以上の高齢者の接種率はいまだ１２％で、米国の６０％に比較すると低率です。

（1）我がまちにおける、肺炎球菌予防ワクチンへの助成制度の確立について伺います。

（2）予防ワクチンの重要性を踏まえ、さらなる活用と普及への取組みについて伺います。
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